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NPO法人高峰譲吉博士研究会
NPO法人高峰譲吉博士研究会は、近代日本における科学技術発
展とその事業化、日米親善などに多大な貢献をした高峰博士をより
多くの方に知っていただくために、機関誌発行・講演会実施などの啓
蒙活動を中心に活動を展開しています。

　　　  日米をつなぐ功績
ワシントンD.C.のポトマック河畔にある桜の歴史を伝えるパネルには、
高峰博士や桜寄贈計画に関わる日米の人物たちが紹介されています。
長年の風雨にさらされ劣化していたパネルは、日米両国の迅速な連携に
よりわずか半年で修復され、2024年の春から再びその歴史を鮮やかに
伝えています。
さらに、同年5月には高峰博士が全米発明家殿堂入りを果たしました。

これは米国特許商標庁がスポンサーを務める非営利団体が偉大な発明
家を顕彰するもので、アドレナリンの抽出やタカジアスターゼの発明に
よる医療・産業への貢献、そして日米友好への尽力が評価されました。百
年を経てなお現代の米国で注目され、その偉業が称えられる姿に、日本
人として感慨深く、誇らしい気持ちを抱きます。

お知らせ NPO法人 高峰譲吉博士研究会

高峰 譲吉 博士

当研究会では趣旨にご賛同いただける方を広く募集しております。
会員の皆さまには高峰博士関連出版物や定期発行の機関誌をお届けす

るとともに、各種講演会や催し案内、新たに得られた情報を提供しています。
入会ご希望の方は、氏名（法人の場合は会社名・部署名）、郵便番号、住所、

電話番号（携帯電話はご遠慮ください）、ご職業、年齢、性別を明記の上、ハガ
キもしくは封書にてお申し込みください。折り返し、入会金・年会費振込用紙
等をお送りいたします。

幕末、明治、大正の激動の時代を生きた高峰譲吉博士は、科学者として、事業家として、
国際親善外交を通じても、大きな足跡を残しました。「タカジアスターゼ」を中心とした
微生物由来のデンプン分解酵素の研究・開発により「近代バイオテクノロジーの父」と
呼ばれています。

宛 先
NPO法人 高峰譲吉博士研究会  事務局
〒105-0001
東京都港区虎ノ門 1-15-11
第二名和ビル5階

写真提供：金沢ふるさと偉人館

※詳細はHPでもご確認いただけます。
https://npo-takamine.org/membership/

トピック

主な活動
2024年度は、関東・中部・北陸地方にまたがる各地での講演会開催、

ムック本「高峰譲吉がわかる」（毎日出版社）の出版、そして、NHKの歴史
トーク番組では高峰博士がテーマに選出され、年間を通して多くの方に
「高峰譲吉」に触れていただきました。高峰博士が取り上げられる機会が
着実に増えており、今年度も引き続き、正確な情報提供と啓蒙活動を進
めてまいります。

高岡市内の中学校での講演活動。年に一校ですが、
足掛け16年になります。

写真の人物は左から、桜植樹計画の発案者である
エリザ・シドモア、植物学者のデビッド・
フェアチャイルド、東京市長の尾崎行雄、高峰譲吉

この選出は存命者ばかりではなく、歴史上の発明家も
選ばれており、トーマス・エジソンやニコラ・テスラ、
スティーブ・ジョブズなども殿堂入りしています。

新規会員募集のお知らせ

学会発表、論文一覧
学会名 日付（場所） タイトル 発表者

Moo-ving Towards Sustainability: Enzymatic Enhancement in Plant-Based 
Dairy Ingredients

Unlocking Flavor Frontiers: Enzymatic Innovations with Amano Enzyme in 
Plant-Based Foods

Advancement of Physical Properties in Hard-Type Textured Plant-based Cheese 
with the Use of Enzymatic Treatment

第109回 醸造調味食品セミナー 2024年7月1日～9月30日
（オンライン）

第71回 日本食品科学工学会 2024年8月31日
（名古屋）

第3回 グリーンシンポジウム 2024年4月24日～25日
（スラバヤ、インドネシア）

2024 AOCS ANNUAL MEETING & EXPO 2024年4月28日～5月1日
（モントリオール、カナダ）

Amano Speciality Enzymes towards a greener and safer bioeconomy

天野エンザイムでは以下のような学会発表をいたしました。
今後の天野エンザイムの活動にご期待ください。

詳細、最新情報は弊社HPまたは各展示会HPをご参照ください。

第3回 インドネシア研究イノベーションエキスポ
（InaRI Expo）2024 Industrial Enzymes contributing to the society

植物性代替肉の高機能化を目指す酵素アプリケーション

酵素アプリケーション：植物性代替肉の高機能化

酵素による食品の改質効果について～大豆加工食品を中心に～

第2回 アジア太平洋酵素技術シンポジウム
 /  HUSシンポジウム 2024

2024年10月25日
（ハノイ、ベトナム）

培養肉に関する国際科学会議 10 （ISCCM10） 2024年11月17日～19日
（マーストリヒト、オランダ）

飲料業界における酵素利用

第5回 日中生物触媒技術シンポジウム 2024年11月16日
（杭州市、中国）

Wellness Tokyo 2024
「微生物発酵と酵素発酵による食品機能性のシンポジウム」

2024年11月29日
（東京） 酵素による食品機能性の向上について

第4回 天野エンザイム酵素研究助成報告会 2024年11月19日
（名古屋）

Preliminary Findings on the Production of Active hTGFb3 in Food-Grade 
Enzyme Strains for Cultured Meat Applications

2024 Sakura-Bio Meeting 
in OKINAWA 

2024年12月17日
（沖縄）

The global industrial enzyme market and speciality enzymes towards 
a greener bioeconomy 

第35回 食品ハイドロコロイドシンポジウム 2024年10月8日
（東京） 酵素による植物性代替肉の高機能化

World Industrial Enzymes and Amano Specialty Enzymes for the Circular Society

Application of microdroplet technology to industrial enzyme development

2025年 展示会出展一覧

雑誌・書籍名 日付 タイトル 執筆者

Handbook of Plant-Based Meat Analogs
Innovation, Technology and Quality
ISBN: 978-0-443-21846-0

Food Science and Technology Research
2024, Vol.30, No.2

Chapter 17 - Functional properties of meat analog products consisting of 
plant-derived proteins

Enhanced textural properties of plant-based patties treated using 
crosslinking-catalyzed enzymes compared with those of beef patties

2024年3月

2024年5月

2024年7月

2024年7月

2024年8月

2024年10月

2024年10月

Reaction products in the browning system of plant-based meat analogs 
by laccase and betanidin 酒井 杏匠、岡田 正通、山口 庄太郎

酒井 杏匠

酒井 杏匠、岡田 正通、山口 庄太郎

岡田 正通

酒井 杏匠、岡田 正通、山口 庄太郎

酒井 杏匠

Haizhou Wu、酒井 杏匠、
Jingnan Zhang、 
David Julian McClements

Food Science and Technology Research
2024, Vol.30, No.4

FFIジャーナル　
2024, Vol.229, No.3

Frontiers in Nutrition
2024, Vol.11, 1436113

おいしさの科学
2024, 38巻, 10月号

Food, Nutrition and Health
2024, Vol.1, 4

プロテイングルタミナーゼを中心としたプラントベース食品への酵素の開発

Umami and Saltiness Enhancements of Vegetable Soup by Enzyme-Produced 
Glutamic Acid and Branched-Chain Amino Acids

お肉の食感を目指せ！ - 酵素による植物性代替肉の食感改良 -

Plant-based meat analogs: color challenges and coloring agents

日本農芸化学会中部支部　第199回例会

酒井 杏匠

酒井 杏匠

山口 庄太郎

Monica Henry

Nickolas Broches

Monica Henry

山口 庄太郎

古川 和寛

松原 寛敬

吉田 和典

奥田 啓太

奥田 啓太

石原　聡

酒井 杏匠

酒井 杏匠2024年9月28日
（名古屋）

2024年8月8日
（ジャカルタ、インドネシア）

 

QRコードをスマホのカメラで
読み込んで頂くと、研究会HPに
移動できます。

日　程 展示会名 開催地
Florida Section IFT
SCIFTS  Suppliers Night Expo
Food Ingredients China 2025
Food Focus Thailand Roadmap 2025
Novel Enzymes 2025
Dairy Innovation Strategies 2025
AmineBioCat 2025
China International Medical Equipment Fair 2025
NY IFT
FBIF 2025
PPIC Annual Research Spotlight Meeting
Active Pharmaceutical Ingredient China 2025
Bridge2Food EUROPE 2025

1月22日 ｰ 23日
3月4日
3月17日 ｰ 19日
3月19日
3月25日 ｰ 28日
3月26日 ｰ 27日
3月31日 ｰ 4月2日
4月8日 ｰ 11日
4月15日
5月8日 ｰ 10日
5月21日 ｰ 22日
5月21日 ｰ 23日
6月3日 ｰ 5日

オーランド（米国）
ガーデングローブ（米国）
上海（中国）
ノンタブリ (タイ)
ブダペスト（ハンガリー）
コペンハーゲン（デンマーク）
アーヘン（ドイツ）
上海（中国）
エジソン（米国）
上海（中国）
セントポール（米国）
広州（中国）
ハーグ（オランダ）

日　程 展示会名 開催地
CPHI China 2025
BIOTRANS 2025
IFT FIRST 2025
Fi Asia Thailand 2025
Plant Based World Expo
The Food Tech Summit & Expo 2025
食品開発展　(FiT Japan) 2025
Food Focus Thailand Roadmap 2025
Fi North America
Chicago Section IFT
Longhorn Section IFT
Fi Europe 2025

6月24日 ｰ 26日
6月29日 ｰ 7月3日
7月14日 ｰ 16日
9月17日 ｰ 19日
9月24日 ｰ 25日
10月8日 ｰ 9日
10月15日 ｰ 17日
10月17日
10月27日 ｰ 30日
11月5日
11月8日
12月2日 ｰ 4日

上海（中国）
バーゼル（スイス）
シカゴ（米国）
バンコク（タイ）
ニューヨーク（米国）
メキシコシティ（メキシコ）
東京（日本）
ノンタブリ (タイ)
ラスベガス（米国）
シカゴ（米国）
フリスコ（米国）
パリ (フランス）


